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P２ 県内各地で大雨被害が発生！
～災害ボランティア活動と被災者への対応～
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平
成
29
年
７
月
22
日
か
ら
23
日
に
か

け
て
本
県
で
は
断
続
的
に
雨
が
降
り
続

き
、
県
内
の
広
い
範
囲
に
大
雨
・
洪
水

警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

幸
い
、
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
住
宅
浸
水
な

ど
、大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
４
市
で

は
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
以

下
「
災
害
Ｖ
Ｃ
」
と
い
う
。）
の
設
置

な
ど
に
よ
り
、
被
災
者
の
支
援
に
あ
た

り
ま
し
た
。

こ
の
度
の
災
害
発
生
か
ら
支
援
に
至

る
経
緯
や
内
容
、
そ
し
て
災
害
対
応
か

ら
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

本
会
で
は
、
災
害
発
生
直
後
の
７
月

23
日
に
県
内
の
25
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
（
以
下
「
社
協
」
と
い
う
。）
と

連
携
し
、被
害
状
況
を
集
約
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
、
翌
24
日
に
特
に

被
害
が
大
き
か
っ
た
大
仙
市
、横
手
市
、

秋
田
市
、
由
利
本
荘
市
、
仙
北
市
の
５

市
に
先
遣
隊
を
派
遣
し
、
被
害
の
詳
細

や
対
応
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
被
災
地
に
お
い
て
災
害

Ｖ
Ｃ
設
置
に
向
け
た
準
備
が
進
ん
で
い

た
こ
と
か
ら
、
本
会
で
は
、
そ
の
立

上
げ
及
び
運
営
支
援
に
あ
た
る
た
め
、

秋
田
県
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、「
秋

田
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
７
月
26
日
に
設
置
し
ま
し
た
。

県
内
で
は
、
３
市
社
協
が
災
害
Ｖ
Ｃ

を
設
置
し
て
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
支

援
に
あ
た
り
ま
し
た
（
由
利
本
荘
市
で

は
住
民
に
よ
る
共
助
で
、
秋
田
市
で
は

通
常
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
体
制

で
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
ま
し
た
。）。

◆
横
手
市

横
手
市
社
協
で
は
、
７
月
25
日
に
横

手
市
災
害
Ｖ
Ｃ（
本
部
及
び
大
森
支
所
）

を
設
置
し
ま
し
た
。

特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
大
森
地
区

で
は
、
災
害
Ｖ
Ｃ
大
森
支
所
（
大
森
支

所
内
）
を
拠
点
に
、８
月
１
日
ま
で
に
、

１
１
１
件
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
延
べ

５
９
６
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し

ま
し
た
。

８
月
２
日
か
ら
は
、
社
協
の
通
常
業

務
の
中
で
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
仙
北
市

仙
北
市
社
協
で
は
、
７
月
25
日
に
仙

北
市
災
害
Ｖ
Ｃ
を
設
置
し
、
８
月
４
日

ま
で
に
、
８
件
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

延
べ
93
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し

ま
し
た
。

仙
北
市
は
被
災
地
域
が
局
地
的
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
短
期
間
で
災
害
Ｖ

Ｃ
を
閉
所
し
、
通
常
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
で
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
秋
田
市

秋
田
市
社
協
で
は
、
災
害
Ｖ
Ｃ
を
設

置
せ
ず
、
通
常
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
対
応
し
ま
し
た
。

発
災
か
ら
８
月
31
日
ま
で
に
、
62
件

の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
延
べ
２
９
５
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
ま
し
た
。

現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
は
収
束

し
、
通
常
業
務
と
し
て
相
談
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
大
仙
市

大
仙
市
社
協
で
は
、
７
月
26
日
に
大

仙
市
災
害
Ｖ
Ｃ
を
本
部
と
西
部
の
２
ヵ

所
に
設
置
し
ま
し
た
。

３
２
２
件
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
県
内

外
か
ら
集
ま
っ
た
、
延
べ
１
，
７
９
８

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
動
き

大仙市（下淀川地区）の被害状況

※ 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
円
滑

に
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
る
も
の
。
被

災
者
の
ニ
ー
ズ
（
困
り
ご
と
）
調
査
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
の
受
入
れ
・
調

整
等
を
行
う
。

【
特
集
】県
内
各
地
で
大
雨
被
害
が
発
生
！

～
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
被
災
者
へ
の
対
応
～

（
１
）
社
会
福
祉
協
議
会
の
対
応
に
つ
い
て

各
被
災
市
社
協
の
動
き
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名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
ま
し

た
。こ

の
度
の
災
害
で
は
、
広
い
範
囲
で

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
全
国

各
地
か
ら
多
く
の
支
援
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
よ
り
、
８
月
16
日
に
災
害
Ｖ
Ｃ

を
閉
所
し
、
そ
の
後
は
通
常
の
体
制
で

相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
数
字
は
、
本
部
と
西
部
の
延
べ
数

発
災
後
の
25
日
に
本
会
と
全
国
社
会

福
祉
協
議
会
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議（
支
援
Ｐ
）

等
と
協
議
を
行
い
、
特
に
被
害
の
大
き

か
っ
た
大
仙
市
と
秋
田
市
に
は
災
害
Ｖ

Ｃ
の
運
営
支
援
の
た
め
、
岩
手
県
及
び

県
内
の
社
協
に
対
し
、
職
員
派
遣
を
要

請
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
県
内
15
社
協
か
ら
59
名

（
秋
田
市
へ
７
月
29
日
・
30
日
の
二
日

間
、
大
仙
市
へ
７
月
28
日
か
ら
８
月
８

日
ま
で
）、岩
手
県
か
ら
は
16
社
協
（
大

仙
市
へ
。
岩
手
県
社
協
含
む
）
か
ら
24

名
を
派
遣
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
会
か
ら
は
延
べ
30
名
を
派

遣
し
、現
地
の
支
援
に
あ
た
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
前
述
の
支
援
Ｐ
を
は
じ
め

多
く
の
企
業
や
団
体
等
か
ら
、
人
的
支

援
に
加
え
、
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
に
必
要

な
資
機
材
や
寄
附
等
に
よ
る
活
動
資
金

を
提
供
い
た
だ
き
、
活
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
度
の
災
害
で
は
、

・
初
動
時
に
お
け
る
行
政
等
と
の
正
確

　
な
情
報
共
有

・
細
や
か
な
ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め
の
人

　
員
体
制

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
を
調
整
す
る
職

　
員
の
適
正
配
置
や
体
制
整
備

等
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
実
行
す
る
う
え
で
は
、
行

政
を
は
じ
め
、
町
内
会
や
民
生
委
員
、

地
区
社
協
等
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ

り
、
平
時
か
ら
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

い
か
に
構
築
し
て
い
く
か
が
重
要
と
い

え
ま
す
。

今
回
の
経
験
を
踏
ま
え
、
各
社
協
は
、

災
害
Ｖ
Ｃ
設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見

直
す
な
ど
、「
災
害
に
強
い
」
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
会
の
後
方
支
援
に
つ
い
て

も
、
市
町
村
社
協
が
求
め
る
役
割
に
十

分
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
い
う

分
析
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
今
回

の
対
応
を
検
証
し
、
課
題
を
整
理
す
る

こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
災
害
発
生
に
向

け
た
備
え
を
充
実
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

災害ＶＣでのミーティングの様子

床下の泥出しの様子

市町村名 累　　計

秋田市 295 名

横手市 596 名

大仙市 1,798 名

仙北市 93 名

合　計 2,782 名

◆災害ボランティア参加者数（7/25 ～ 8/16）◆

内　容 件　数 割　合

家屋の泥出し 318 43.0%

清  掃  活  動 192 25.9%

家  財  撤  去 97 13.1%

そ　 の　 他 133 18.0%

合　　　　計 740 100.0%

◆災害ボランティアのニーズ状況◆

災
害
を
通
じ
て
見
え
た
も
の

県
内
外
の
社
協
等
と
の
連
携
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７
月
22
日
の
夜
に
、
降
り
続
く
雨
の

影
響
を
心
配
し
て
職
員
が
施
設
に
集
ま

り
、
情
報
収
集
と
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
深
夜
０
時
に
主
任
級
職

員
を
招
集
し
、
避
難
先
で
使
用
す
る
物

品
の
準
備
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
雨
は
降
り
止
ま
ず
、
愛
幸

園
か
ら
５
０
０
ｍ
離
れ
た
雄
物
川
に
設

置
さ
れ
て
い
る
神
宮
寺
観
測
所
の
水
位

は
、
７
月
22
日
の
早
朝
５
時
前
に
は
６

ｍ
を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
全
職
員
に
招

集
を
か
け
、
最
終
的
な
避
難
準
備
を
整

え
ま
し
た
。

午
前
７
時
35
分
に
市
役
所
か
ら
避
難

指
示
が
あ
り
、
法
人
内
の
他
の
施
設
か

ら
の
応
援
を
得
な
が
ら
、
避
難
所
の
平

和
中
学
校
へ
利
用
者
81
名
を
２
時
間
ほ

ど
か
け
て
搬
送
し
ま
し
た
。
同
校
は
、

東
日
本
大
震
災
後
か
ら
避
難
所
開
設
訓

練
な
ど
を
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
避
難

当
日
も
畳
や
マ
ッ
ト
な
ど
が
敷
か
れ
る

な
ど
、
受
入
の
準
備
は
既
に
整
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
日
の
夕
方
６
時
に
、
一

人
の
体
調
不
良
者
を
出
す
こ
と
な
く
帰

園
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に

助
か
り
ま
し
た
。

愛
幸
園
は
、
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
は
堤
防
決
壊
時
に
は
水
位
が
５
ｍ
を

超
え
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

昨
年
の
岩
手
県
岩
泉
町
の
教
訓
を
活
か

す
た
め
に
、「
洪
水
時
の
避
難
確
保
計

画
」
を
策
定
し
、
昨
年
11
月
に
は
平
和

中
学
校
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
利
用
者

の
避
難
輸
送
訓
練
を
実
施
し
、
避
難
所

ま
で
の
経
路
と
時
間
の
確
認
を
し
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ざ
避
難
す
る
と

な
る
と
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
を

開
始
す
る
か
と
い
う
問
題
と
、
避
難
所

で
の
利
用
者
の
体
調
管
理
は
ど
う
す
べ

き
か
、
い
つ
ま
で
避
難
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
な
ど
の
心
配
が
あ
り

ま
し
た
。

施
設
開
設
以
来
初
め
て
の
避
難
で
し

た
が
、
訓
練
と
は
全
く
違
い
、
実
体
験

が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の
災
害

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
醸
成
が
図
ら

れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

避難所の様子

（
２
）
災
害
対
応
意
識
の
高
揚
と
醸
成

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
愛
幸
園
　
施
設
長
　
山
　
谷
　
勝
　
志
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秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
今

年
度
か
ら
新
た
に
保
育
士
修
学
資
金
貸
付

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
県
内
の
保
育
士
の
確

保
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
指
定
保
育

士
養
成
施
設
（
大
学
・
短
大
・
専
門
学

校
）
に
在
学
し
、
卒
業
後
、
保
育
士
登

録
を
行
い
、
秋
田
県
内
で
保
育
業
務
に

従
事
し
よ
う
と
す
る
方
を
対
象
に
、
修

学
資
金
の
貸
付
を
行
う
も
の
で
す
。

養
成
施
設
を
卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
行
い
、
秋
田
県
内
（
※
１
）
に
お
い

て
対
象
業
務
を
行
う
施
設
等
で
５
年
間

（
過
疎
地
域
（
※
２
）
で
は
３
年
間
）
保

育
業
務
に
従
事
し
た
場
合
は
、
返
還
債

務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

（
※
１
）
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
等

で
従
事
す
る
場
合
や
、
東
日
本
大
震
災
等
の
被

災
県
（
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
及
び
熊
本

県
に
限
る
）
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
場
合

な
ど
、
一
部
県
外
も
含
み
ま
す
。

（
※
２
）
秋
田
市
、
潟
上
市
、
大
潟
村
を
除
く

22
市
町
村
及
び
秋
田
市
の
一
部
（
旧
河
辺
町
）

【
貸
付
対
象
者
】

次
の
①
～
③
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

す
方

①
保
育
士
養
成
施
設
に
在
学
し
て
い
る

方
で
、
卒
業
後
、
保
育
士
登
録
を
行

い
、
秋
田
県
内
に
お
い
て
保
育
業
務

に
従
事
し
よ
う
と
す
る
方

②
優
秀
な
学
生
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
世

帯
の
経
済
状
況
等
か
ら
真
に
修
学
資

金
の
貸
付
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

③
他
の
都
道
府
県
か
ら
本
修
学
資
金
を

借
り
受
け
て
い
な
い
方

【
貸
付
金
額
】

①
修
学
資
金　
　
　

月
額
５
万
円
以
内

（
通
算
120
万
円
が
上
限
で
す
。
た
だ
し
、
貸
付

期
間
が
１
年
の
場
合
は
60
万
円
と
し
ま
す
。）

②
入
学
準
備
金		

20
万
円
以
内

③
就
職
準
備
金		

20
万
円
以
内

【
貸
付
期
間
】

養
成
施
設
に
在
学
す
る
期
間

【
貸
付
利
子
】

無
利
子

【
貸
付
金
の
使
途
】

①
修
学
資
金

　

授
業
料
、
教
材
費
、
書
籍
購
入
代
、

　

交
通
費
等

②
入
学
準
備
金

　
　

入
学
金
等
入
学
に
係
る
費
用

③
就
職
準
備
金

　
　

新
生
活
に
必
要
な
家
財
等
購
入
費
、

　
　

ス
ー
ツ
等
購
入
代
、
引
っ
越
し
代
等

【
募
集
人
数
】

平
成
29
年
度		

　

140
人
程
度

（
平
成
29
年
度
の
募
集
は
終
了
し
ま
し
た
。）

平
成
30
年
度		

　

65
人
程
度

平
成
31
年
度		

　

65
人
程
度

【
貸
付
金
の
申
込
手
続
き
】

指
定
保
育
士
養
成
施
設
（
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
）
を
経
由
し
て
申
込

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
、本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
企
画
部

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
担
当

秋
田
市
旭
北
栄
町
１–

５

☎
０
１
８–

８
６
４–

２
７
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.akitakenshakyo.or.jp/

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
制
度

～
新
し
い
貸
付
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
～
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◆
地
域
福
祉
推
進
の
仕
組
み
づ
く
り
と

　

福
祉
を
支
え
る
人
づ
く
り

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
へ
の
対
応
に
関

し
て
、「
秋
田
型
総
合
相
談
・
生
活
支
援
拠

点
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
そ

の
検
討
結
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
会
・
自
治
会
、
集
落
等
に
お

い
て
、
地
域
の
課
題
解
決
に
住
民
が
主
体
的

に
取
り
組
む
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
、「
地

域
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
モ
デ
ル
事

業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
市
町
村
社
協
５
カ

所
を
モ
デ
ル
指
定
し
、
学
識
経
験
者
の
派
遣

に
よ
る
現
地
支
援
等
を
通
じ
て
住
民
同
士
の

学
び
の
場
づ
く
り
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

地
域
福
祉
の
推
進
を
担
う
人
材
育
成
に
つ

い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
養
成
研
修
を
２
回
開
催
し
、
養
成
者
数

は
累
計
で
２
７
５
名
と
な
っ
た
ほ
か
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
研
修
を
延
べ
54
名
が
受
講
し
、
実

践
力
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
育
成
支
援

と
災
害
支
援
体
制
の
構
築
の
た
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
を
市
町
村
社
協

２
カ
所
と
共
催
で
実
施
し
た
ほ
か
、
地
域
福

祉
を
担
う
主
体
形
成
を
目
的
と
し
た
福
祉
教

育
の
全
県
的
な
普
及
に
向
け
て
福
祉
教
育
推

進
セ
ミ
ナ
ー
を
２
回
開
催
し
、
意
識
啓
発
を

図
り
ま
し
た
。

災
害
支
援
体
制
づ
く
り
で
は
、
住
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
確
保
を
目
的
に
実
践
研
修
を

市
町
村
社
協
３
カ
所
と
共
催
で
実
施
し
た

ほ
か
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
養
成
研
修
及
び
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

を
通
じ
て
人
材
養
成
を
図
り
ま
し
た
。

◆
日
常
生
活
の
支
援
と
権
利
擁
護
体
制
の
構
築

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
、
相
談
受
付

５
，
３
６
９
件
の
う
ち
、
認
知
症
高
齢
者
関

係
が
３
，
０
９
３
件
と
約
６
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
実
利
用
件
数
は
３
３
５
件
と
前
年
度

並
み
で
す
が
、
平
成
29
年
３
月
末
時
点
で
利

用
待
機
者
が
89
名
お
り
、
依
然
と
し
て
増
加

す
る
利
用
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
き
れ
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
あ
り
方

検
討
委
員
会
」
を
設
け
て
議
論
を
進
め
た
結

果
、
平
成
29
年
度
か
ら
全
市
町
村
社
協
実
施

方
式
へ
変
更
す
べ
き
旨
が
答
申
さ
れ
、
こ
れ

を
受
け
て
移
行
作
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

ま
た
、
成
年
後
見
制
度
の
活
用
を
支
援
す

る
機
関
の
設
置
等
を
目
的
に
し
た
「
新
た
な

権
利
擁
護
体
制
の
構
築
モ
デ
ル
事
業
」で
は
、

モ
デ
ル
社
協
２
カ
所
へ
の
現
地
指
導
等
を
通

じ
て
体
制
整
備
を
支
援
し
ま
し
た
。

◆
低
所
得
世
帯
等
の
支
援
と
貸
付

「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
」
の
貸
付
件

数
は
、
総
合
・
福
祉
・
教
育
の
３
資
金
合
わ

せ
て
１
７
７
件
で
、
教
育
支
援
資
金
が
15
件

増
え
た
一
方
、
失
業
者
等
向
け
の
総
合
支
援

資
金
が
22
件
減
、
福
祉
資
金
が
24
件
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
償
還
計
画
額
に
対
す
る
償
還
実
績

額
を
示
す
償
還
率
は
、
全
体
で
17
．
70
％
と

前
年
度
よ
り
１
．
81
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
た
も

の
の
、
滞
納
世
帯
の
自
宅
訪
問
に
よ
る
現
地

償
還
指
導
、
初
期
滞
納
世
帯
へ
の
指
導
を

行
っ
た
結
果
、長
期
滞
留
債
権
の
償
還
率
は
、

前
年
度
よ
り
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
社
会
的
な
援
護
が
必
要
な
人
向
け

の
「
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
資

金
」、「
児
童
養
護
施
設
退
所
者
等
に
対
す
る

自
立
支
援
資
金
」
に
つ
い
て
、
新
た
に
貸
付

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
福
祉
保
健
研
修
事
業
の
実
施

福
祉
保
健
研
修
事
業
で
は
、
経
験
年
数
に

基
づ
く
階
層
別
研
修
や
職
域
研
修
な
ど
、
全

18
コ
ー
ス
の
研
修
を
実
施
し
、
福
祉
保
健
従

事
者
に
求
め
ら
れ
る
資
質
や
専
門
性
の
向

上
、
相
談
・
援
助
等
の
専
門
職
と
し
て
必
要

な
知
識
・
技
術
の
習
得
を
図
り
ま
し
た
。

自
主
企
画
研
修
事
業
で
は
、
受
講
希
望
者

が
多
い
認
知
症
介
護
実
践
者
研
修
の
受
講
定

員
を
40
名
増
や
し
要
望
に
応
え
た
ほ
か
、
介

護
技
術
に
関
す
る
研
修
の
応
用
編
を
実
施
す

る
な
ど
、
内
容
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

◆
福
祉
保
健
人
材
確
保
事
業
の
実
施

「
無
料
職
業
紹
介
事
業
」
及
び
「
人
材
確

保
事
業
」
を
通
じ
、
社
会
福
祉
・
介
護
の
業

務
に
従
事
す
る
た
め
の
相
談
・
登
録
・
紹
介

や
資
格
取
得
支
援
な
ど
の
就
労
支
援
を
幅
広

く
展
開
し
ま
し
た
。

「
介
護
人
材
確
保
対
策
事
業
」
に
よ
り
、

介
護
人
材
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
介
護
保
険
施
設

等
を
訪
問
し
、
求
人
・
求
職
開
拓
に
加
え
て

人
材
確
保
状
況
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
実
施
し

た
ほ
か
、
無
資
格
・
未
経
験
者
を
対
象
と
し

た
基
礎
講
習
会
及
び
雇
用
契
約
下
で
の
実
務

訓
練
、
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
情
報
提
供
な
ど
、
介
護
人

材
の
確
保
と
定
着
の
促
進
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
、
県
か
ら
、「
介
護
の
職

場
体
験
事
業
」
を
受
託
し
、
若
年
層
や
介
護

の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
介
護

の
仕
事
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
を
提
供
し

ま
し
た
。

更
に
、
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
事

業
を
実
施
し
、
介
護
人
材
の
確
保
・
再
就
労

支
援
に
努
め
ま
し
た
。

◆
社
会
福
祉
施
設
経
営
指
導
事
業
の
実
施
と

　

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応

社
会
福
祉
法
人
や
事
業
所
に
お
け
る
施
設

経
営
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
72
件
の
一
般
相

談
・
専
門
相
談
に
対
応
し
た
ほ
か
、
社
会
福

祉
法
人
制
度
改
革
等
に
係
わ
る
対
応
と
し

て
、
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
と
の

共
催
に
よ
る
各
種
研
修
等
を
通
じ
、
中
央
情

勢
等
の
き
め
細
か
な
情
報
提
供
を
行
い
、
経

営
基
盤
強
化
の
支
援
に
努
め
ま
し
た
。

更
に
、「
社
会
福
祉
法
人
の
連
携
・
協
働

に
よ
る
地
域
公
益
活
動
推
進
検
討
委
員
会
」

で
は
、
全
社
協
が
示
し
た
方
向
性
や
他
県
の

取
組
み
事
例
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
県

に
お
け
る
推
進
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、
秋
田
県
内
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
み

事
例
等
を
報
告
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、「
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
と
社
協

と
の
連
携
に
よ
る
地
域
公
益
活
動
推
進
モ
デ

ル
事
業
」
を
実
施
し
、
モ
デ
ル
指
定
し
た
市

平
成
28
年
度
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
報
告
及
び
決
算
の
概
要

多
様
な
主
体
と
の
協
働
に
よ
る

生
活
支
援
の
強
化

社
会
福
祉
事
業
者
の
経
営
基
盤

強
化
と
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
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町
村
社
協
２
カ
所
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
法

人
と
協
働
で
、長
期
不
就
労
者
の
就
労
訓
練
、

ひ
き
こ
も
り
や
未
就
労
の
若
者
の
居
場
所
づ

く
り
等
を
目
的
に
し
た
取
組
み
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

◆
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
に
お
け
る
福
祉
課

題
へ
の
提
言
・
調
査
研
究

本
県
に
お
け
る
様
々
な
福
祉
課
題
に
つ
い

て
、
福
祉
団
体
等
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、

県
に
政
策
要
望
を
行
う
と
と
も
に
、
県
健
康

福
祉
部
担
当
課
長
等
と
の
意
見
交
換
会
で

は
、
課
題
の
共
有
と
解
決
に
向
け
た
共
通
認

識
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
会
で
進
め
て
き
た
地
域
福
祉

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
国
や

全
社
協
が
示
す
方
針
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
過

疎
化
が
進
む
本
県
に
お
け
る
総
合
相
談
・
生

活
支
援
拠
点
の
あ
り
方
、
並
び
に
地
域
公
益

活
動
の
あ
り
方
や
社
会
福
祉
法
人
と
社
協
の

連
携
方
策
に
つ
い
て
各
専
門
委
員
会
で
検
討

し
、
報
告
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。

更
に
、
高
齢
化
と
と
も
に
年
々
利
用
者
が

増
加
す
る
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
事
業
の
効
果
的
な
推
進
方
策
や
基
幹
型

社
協
方
式
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま

し
た
。

◆
県
民
啓
発
・
情
報
提
供
機
能
の
充
実

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
月
２
回
の
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
配
信
に
よ
り
、
迅
速
か
つ
的
確
な
情
報
提

供
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
広
報
「
社
会
福

祉
あ
き
た
」
の
年
４
回
の
定
期
発
行
と
併
せ
、

国
の
平
成
29
年
度
社
会
福
祉
関
連
予
算
等
の

動
向
等
に
関
す
る
号
外
を
発
行
し
ま
し
た
。

◆
法
人
の
運
営
と
安
定
的
な
財
源
確
保
に

　

向
け
た
取
組
み

法
人
運
営
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
法
改
正

に
伴
う
定
款
変
更
や
諸
規
程
の
改
正
を
行

い
、
適
切
な
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
新
た
な
会

員
及
び
会
費
規
程
に
よ
る
運
用
を
行
っ
た
ほ

か
、
火
災
共
済
や
自
動
車
共
済
、
が
ん
保
険

や
自
動
車
リ
ー
ス
の
促
進
、
常
備
薬
の
斡
旋

等
を
行
い
ま
し
た
。

更
に
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び
危
機

管
理
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度

に
作
成
し
た
県
社
協
の
災
害
時
行
動
指
針
の

補
足
版
を
作
成
し
、
本
会
職
員
や
管
理
施
設

等
で
の
事
故
な
ど
、
危
機
発
生
時
の
対
応
方

針
を
明
確
化
し
ま
し
た
。

◆
社
会
福
祉
会
館
の
管
理
・
運
営

平
成
28
年
度
か
ら
新
た
に
第
３
期
指
定
管

理
期
間
と
な
り
、
引
き
続
き
指
定
管
理
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
会
館
の
利
用
促
進
の
た
め
、
利

用
者
の
新
規
開
拓
を
図
っ
た
ほ
か
、
利
用
者

の
利
便
性
向
上
に
向
け
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

37
台
分
増
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
開
放
に
よ
る
各
種
販
売
・
展
示

会
へ
の
利
用
、
竿
灯
祭
り
期
間
の
「
会
館

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催
、「
思
い
出
の
映

画
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
」
や
「
太
極
拳
教
室
」
等

会
館
機
能
を
活
か
し
た
多
彩
な
事
業
を
実
施

し
、
会
館
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
県
民
に
親
し
ま
れ
る
会
館
を
目
指
し

た
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

＊事業報告と収支決算書の詳細は、本会ホームページに掲載しています。　ホームページ：http://www.akitakenshakyo.or.jp/

組
織
・
経
営
の
強
化

一般会計　貸借対照表
平成29年3月31日現在

一般会計　事業活動収支計算書
（自）平成28年4月1日　（至）平成29年3月31日

（資産の部） （負債の部）

1. 流動資産 845,841,052 1. 流動負債 19,675,873

現金預金 842,016,518 未払費用 7,609,550

未収金 1,161,334 預り金 2,333,171

未収補助金 2,782,100 仮受金 26,384

未収収益 △ 118,900 賞与引当金 9,706,768

前払金 0 2. 固定負債 139,730,080

2. 固定資産 597,204,626 退職給付引当金 139,730,080

基本財産 3,000,000 負債の部合計 159,405,953

基本財産
特定預金

3,000,000
（純資産の部）

その他の固定資産 594,204,626 1. 基本金 3,000,000

車両運搬費 3,113,024 基本金 3,000,000

器具及び備品 1,345,138 2. 基金 30,000,000

ソフトウェア 1,600,000
災害ボランティア
基金

30,000,000収益事業会計元入金 4,126,166

貸付事業資金貸付金 139,447,968

返還対象貸付金 6,015,320 3. その他の積立金 269,500,000

退職手当預け金 120,037,750 事業振興準備積立金 15,000,000

長期預り金積立資産 19,260 その他の積立金 254,500,000

基金積立資産 235,000,000 4. 次期繰越活動収支差額 976,887,401

事業振興準備積立金 53,500,000 次期繰越活動収支差額 976,887,401

災害ボランティア基金積立資産 30,000,000 （うち当期活動増減差額） 294,534,171

その他の固定資産 0 純資産の部合計 1,279,387,401

資産の部合計 1,443,045,678 負債及び純資産の部合計 1,438,793,354

（単位：円）

収　入 支　出
区　分 科　目 金　額 科　目 金　額

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

会費収益 44,389,500 人件費 183,107,609
寄附金収益 7,197,617 事業費 169,751,249
補助金収益 414,251,100 事務費 12,224,457
共同募金配分金収益 9,000,000 分担金費用 1,447,000

助成金収益 4,395,400 助成金費用 7,238,255

受託金収益 153,035,753 負担金費用 2,577,000
事業収益 51,763,379 減価償却費用 684,676
負担金収益 21,149,044 その他の費用 37,764,604
その他の収益
事業活動収益計（1） 705,181,793 サービス活動費用計（2） 414,794,850

サービス活動増減差額（3）＝（1）-（2） 290,386,943

サ
ー
ビ
ス
活
動
外

増
減
の
部

受取利息配当金収益 3,990,198 その他のサービス
活動外費用 100,000

その他の
サービス活動外収益 1,126,156 0

サービス活動外収益計（4） 5,116,354 サービス活動外費用計（5） 100,000
事業活動外収支差額（6）＝（4）-（5） 5,016,354

経常収支差額（7）＝（3）＋（6） 290,386,943

特
別
増
減
の
部

生活福祉資金会計繰
入金収益 630,258 事業区分間繰入

金費用 3,657,517

事業区分間
繰入金収益 1,960,379 拠点区分間繰入

金費用 11,222,060

拠点区分間繰入金収益 11,419,814
特別収益計（8） 14,010,451 特別支出計（9） 14,879,577

特別増減差額（10）＝（8）-（9） △ 869,126
当期活動増減差額（11）＝（7）＋（10） 294,534,171

繰
越
活
動
増
減

差
額
の
部

前期繰越活動増減差額（12） 682,353,230

当期末繰越活動増減差額（13）＝（11）＋（12） 976,887,401

次期繰越活動増減差額 976,887,401

（単位：円）

生
活
福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け
た
機
能
強
化
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地
域
住
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
や
子
育
て
家
庭
な
ど
を

対
象
に
相
談
活
動
や
訪
問
活
動
を
行
い

ま
す
。
平
成
28
年
12
月
１
日
現
在
の
委

員
定
数
は
全
国
で
約
23
万
８
千
人
、
秋

田
県
は
３
，
３
９
２
人
で
す
。

民
生
委
員
法
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
児
童
福
祉
法
に
定
め

る
児
童
委
員
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
非
常

勤
の
特
別
職
地
方
公
務
員
と
さ
れ
て
お

り
、
給
与
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
（
日
々
の
活
動

に
必
要
な
電
話
代
・
交
通
費
な
ど
の

一
部
は
活
動
費
と
し
て
支
弁
さ
れ
ま

す
。）。

民
生
委
員
制
度
の
源
と
な
っ
た
の

は
、
大
正
６
年
に
創
設
さ
れ
た
「
済
世

顧
問
制
度
」
で
す
。
当
時
の
岡
山
県
知

事
、笹
井
信
一
氏
が
地
方
長
官
会
議（
現

在
の
全
国
知
事
会
議
）
に
お
い
て
、
大

正
天
皇
か
ら
「
県
下
の
貧
民
は
い
か
に

暮
ら
し
て
い
る
か
」
と
の
ご
下
問
を
受

け
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
即
答
で

き
な
か
っ
た
笹
井
知
事
が
、
す
ぐ
に
県

内
の
貧
困
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

極
貧
状
況
に
あ
る
者
が
県
民
の
１
割
に

達
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か

ら
、
県
民
の
防
貧
策
と
し
て
「
済
世
顧

問
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

制
度
が
発
足
し
た
翌
年
の
大
正
７
年

に
は
、
現
在
の
民
生
委
員
制
度
の
原
型

と
な
る
「
方
面
委
員
制
度
」
が
誕
生
し
、

全
国
に
普
及
し
ま
し
た
。

【
本
県
で
の
制
度
開
始
】

本
県
で
も
大
正
15
年
10
月
１
日
に

「
秋
田
県
方
面
委
員
規
程
」
を
定
め
ま

し
た
。
翌
昭
和
２
年
２
月
１
日
に
は
、

方
面
委
員
の
定
数
が
告
示
さ
れ
、
市
町

村
長
の
推
薦
に
よ
っ
て
初
代
の
方
面
委

員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
（
当
時
の
県
内

委
員
定
数
は
77
人
）。

【
方
面
委
員
か
ら
民
生
委
員
へ
】

戦
後
、
国
民
生
活
の
窮
乏
を
背
景
に
、

国
の
社
会
福
祉
制
度
が
見
直
さ
れ
る
中

で
、
昭
和
21
年
に
は
、
生
活
保
護
法
や

「
民
生
委
員
令
」
が
制
定
さ
れ
、
方
面
委

員
は
民
生
委
員
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
と
は
人
々
の
暮
ら
し
と
い
う
意
味

で
、
そ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
低
所
得
者

支
援
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
人
々
の
生

活
全
般
の
見
守
り
役
と
し
て
の
役
割
が

期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
児
童
委
員
制
度
の
創
設
】

さ
ら
に
昭
和
22
年
に
は
、
戦
争
に
よ

り
親
を
な
く
し
た
子
ど
も
の
福
祉
の
充

実
な
ど
の
た
め
制
定
さ
れ
た
児
童
福
祉

法
に
よ
り
「
児
童
委
員
制
度
」
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
児
童
の
支
援
に
は
家
庭

の
状
況
を
総
合
的
に
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
民
生
委
員
が
児
童
委

員
を
兼
ね
る
こ
と
と
さ
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

【
世
帯
更
生
運
動
】

そ
の
後
も
困
窮
す
る
人
々
は
絶
え

ず
、
行
政
だ
け
の
支
援
で
は
不
十
分

だ
っ
た
た
め
、
行
政
の
手
の
届
か
な
い

人
々
へ
の
支
援
活
動
と
し
て
、
民
生
委

員
が
「
世
帯
更
生
運
動
」
を
開
始
し
ま

し
た
。
更
生
と
は
、
よ
み
が
え
ら
せ
る

と
い
う
意
味
で
、
民
生
委
員
は
当
該
世

帯
の
経
済
的
自
立
を
図
り
、
生
活
基
盤

を
確
保
す
る
た
め
の
相
談
や
支
援
に
あ

た
り
ま
し
た
。

同
時
に
全
国
の
民
生
委
員
は
、
国
や

都
道
府
県
に
更
生
の
た
め
の
資
金
の
創

設
を
求
め
、
昭
和
30
年
に
世
帯
更
生
資

金
貸
付
制
度
（
現
在
の
生
活
福
祉
資
金

貸
付
制
度
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。

【
実
態
調
査
】

制
度
創
設
50
周
年
を
機
に
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
、
全
国
一
丸
と
な
っ

て
社
会
に
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
「
モ

ニ
タ
ー
調
査
」
を
展
開
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
昭
和
43
年
に
全
国
で
実
施

し
た「
居
宅
ね
た
き
り
老
人
実
態
調
査
」

（
調
査
名
は
当
時
）
で
は
、
わ
が
国
で

初
め
て
、
在
宅
で
生
活
す
る
寝
た
き
り

高
齢
者
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

後
の
在
宅
福
祉
施
策
の
充
実
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。　

ま
た
、
昭
和
52
年
に
全
国
で
実
施
し

た
「
在
宅
ね
た
き
り
老
人
介
護
者
の
実

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

制
度
の
歴
史
と
あ
ゆ
み

大
正
６
年
５
月
に
岡
山
県
で
創

設
さ
れ
た
「
済
世
顧
問
制
度
」
を

源
と
す
る
民
生
委
員
制
度
は
、
本

年
で
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。ま
た
、昭
和
22
年
に
制
定
さ

れ
た
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
児
童

委
員
制
度
は
創
設
70
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。民
生
委
員・児
童
委
員
は
、

地
域
住
民
か
ら
の
生
活
上
の
相
談

に
応
じ
、
課
題
解
決
に
向
け
て
必

要
な
支
援
に
繋
ぐ
役
割
を
果
た
す

な
ど
、
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談

役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

制
度
創
設
１
０
０
周
年
の
節
目

に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や

実
績
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
・
児
童
委
員
制
度
創
設
70
周
年
を
迎
え
て

支
え
合
う
　
住
み
よ
い
社
会
　
地
域
か
ら

～
こ
れ
か
ら
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
関
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
～
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態
調
査
」
に
お
い
て
は
、
県
内
の
委
員

が
調
査
に
協
力
し
、
介
護
に
伴
う
健
康

被
害
や
離
職
な
ど
、
県
内
２
，
３
３
５

世
帯
の
介
護
者
が
抱
え
る
問
題
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

【
主
任
児
童
委
員
制
度
の
設
置
な
ど
】

平
成
に
な
っ
て
か
ら
は
家
庭
を
取
り

巻
く
状
況
が
変
化
す
る
中
、
虐
待
や
不

登
校
な
ど
、
児
童
の
問
題
が
顕
在
化
し

て
き
た
こ
と
か
ら
、
児
童
委
員
を
兼
務

す
る
民
生
委
員
に
加
え
、
平
成
６
年
に

は
、
主
に
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を

担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
制
度
※
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
た
地
域
福
祉
活
動

や
相
次
ぐ
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、

住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
活

動
を
続
け
て
き
て
い
ま
す
。

【
相
談
・
支
援
】

訪
問
や
電
話
等
に
よ
り
相
談
を
受
け
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
や
、
行
政
・

関
係
機
関
に
繋
ぐ
役
割
を
担
い
ま
す
。

【
訪
問
活
動
】

高
齢
者
世
帯
や
障
が
い
者
世
帯
、
子

育
て
世
帯
な
ど
を
定
期
的
に
訪
問
し
、

見
守
り
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
調
査
・
実
態
把
握
】

行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
社

協
」
と
い
う
。）
か
ら
依
頼
さ
れ
る
高
齢

者
実
態
調
査
な
ど
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

【
行
事
・
会
議
へ
の
参
加
・
協
力
】

地
域
の
敬
老
会
な
ど
に
出
席
す
る
ほ

か
、
福
祉
事
務
所
と
の
情
報
交
換
の
た

め
の
会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
社
協
や
社
会
福
祉
法
人
の

理
事
や
評
議
員
に
就
任
し
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

【
地
域
福
祉
活
動
・
自
主
活
動
】

地
域
毎
に
様
々
な
地
域
福
祉
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
地
域

の
高
齢
者
や
子
育
て
家
庭
の
孤
立
の
防

止
や
仲
間
づ
く
り
、
悩
み
を
共
有
で
き

る
居
場
所
づ
く
り
を
目
的
に
、
民
生
児

童
委
員
協
議
会
独
自
又
は
社
協
等
と
協

働
で
「
サ
ロ
ン
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
、

通
学
路
で
の
声
か
け
運
動
や
地
域
の
危

険
箇
所
の
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
へ
の
見
守
り
を
兼
ね

た
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
社
協
と
連
携
し
な

が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
に
不
安
や
心
配
を
抱
え
る

人
を
住
民
が
お
互
い
に
見
守
り
、
生
活

を
支
え
合
っ
て
い
く
「
小
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
」
を
基
盤
に
、
各
地
で
声

か
け
や
見
守
り
活
動
を
展
開
し
て
お

り
、
全
県
で
４
８
，
５
３
７
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
（
平
成
29
年
１
月
現
在
）

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
生
児
の
い
る
家
庭
へ
の
出

産
祝
い
の
訪
問
に
よ
り
保
護
者
と
つ
な

が
る
「
ハ
ッ
ピ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
事
業
」

や
子
育
て
の
悩
み
を
相
談
で
き
る
「
子

育
て
サ
ロ
ン
」
の
開
設
、「
育
児
検
診

へ
の
協
力
」
な
ど
、
子
育
て
世
帯
へ
の

支
援
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
近
年
多
発
す
る
災
害
に
備

え
て
、
要
援
護
者
台
帳
の
整
備
や
福
祉

マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組
む
単
位
民
児

協
も
増
え
て
お
り
、
全
県
に
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
安
全
・
安
心
の
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

生
活
福
祉
課
題
が
複
雑
か
つ
多
様
化

し
て
い
る
中
で
、
今
後
ま
す
ま
す
行
政

や
社
協
と
連
携
し
て
地
域
住
民
に
寄
り

添
っ
た
き
め
細
か
な
活
動
を
展
開
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
に
お
け
る
近
年
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動

全
国
各
地
で
取
組
ま
れ
て
い
る

主
な
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
内
容

家
庭
用
常
備
薬
斡
旋
の
ご
案
内

本
会
で
は
年
２
回
、
社
会
福
祉

従
事
者
の
福
利
厚
生
の
一
環
と
し

て
、
職
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様

の
健
康
管
理
の
一
助
に
、
家
庭
用

常
備
薬
の
斡
旋
を
行
っ
て
い
ま

す
。な

お
、
斡
旋
し
て
い
る
医
薬
品

（
特
納
品
）
は
、
価
格
が
格
安
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

次
回
は
11
月
に
予
定
し
て
い
ま

す
。
各
事
業
所
に
お
け
る
福
利
厚

生
の
一
つ
と
し
て
、
職
員
の
皆
様

に
御
周
知
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高齢者に
関すること
56.3％

民生委員
・

児童委員全体

障がい者に
関すること
5.0％

子どもに
関すること
20.9％

その他
17.8％

全国の相談・支援件数の分野別内訳（平成27年度）

厚生労働省「福祉行政報告例」より

※
主
任
児
童
委
員
と
は
…
…
担
当
区
域
を
持

た
な
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
、
区
域
担

当
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
連
携
し
な
が

ら
子
育
て
の
支
援
や
児
童
健
全
育
成
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
28
年
12
月
１
日

現
在
の
委
員
定
数
は
、
全
国
で
約
２
万
２
千

人
、
秋
田
県
は
３
２
３
人
で
す
。
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【
善
意
の
募
集
に
つ
い
て
】

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体

様
か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
使
途
に
関
す
る
ご
希
望
に
つ
い
て
】

主
に
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
な
ど
地

域
福
祉
の
推
進
全
般
に
お
い
て
活
用
す

る
「
一
般
寄
附
」
と
、
寄
附
者
が
使
途

を
特
定
す
る「
指
定
寄
附
」が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会　

総
務
企
画
部

秋
田
市
旭
北
栄
町
１–

５

℡
０
１
８–

８
６
４–

２
７
１
１

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の
ご
寄
附

・
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
湯
沢
関
口
店
お
客
様
一同　

様

　

１
６
，
８
９
０
円

・
秋
田
県
自
動
車
販
売
店
協
会　

様

３
４
，
０
０
０
円

・
秋
田
市
佛
教
会　

様

　

３
４
，
０
０
０
円

・
匿
名

２
，
８
２
２
円

・
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

様

　

４
８
，
０
０
０
円

・
秋
田
県
軽
自
動
車
協
会　

様

３
１
，
４
５
０
円

・
第
30
回
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
参
加
者　

様

１
９
６
，
６
２
４
円

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
関
係

【
平
成
29
年
４
月
～
８
月
末
日
現
在
】

ご
寄
附

・
秋
田
県
ヤ
ク
ル
ト
連
合
会　

様

４
０
０
，
０
０
０
円

・
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン

　
オ
ー
ナ
ー
ズ
グ
ル
ー
プ
秋
田
チ
ャ
プ
タ
ー　

様

１
３
，
１
７
４
円

・
手
づ
く
り
作
家
５
人
展　

様

７
，
５
０
０
円

・
秋
田
県
大
衆
音
楽
協
会　

様

１
０
，
０
０
０
円

・
そ
ご
う
・
西
武
労
働
組
合
秋
田
支
部　

様

６
，
６
８
６
円

・
遊
心
苑　

様

１
７
，
０
０
０
円

物
品
預
託

・
株
式
会
社
ツ
ル
ハ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス　

様

・
ク
ラ
シ
エ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社　

様

　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
車
椅
子

10
台

☟
県
内
老
人
・
障
害
者
福
祉
施
設

10
ヵ
所
へ

皆

様

の

善
意

秋田県ヤクルト連合会様

株式会社ツルハホールディングス様
クラシエホールディングス株式会社様

五
城
目
町
は
、
秋
田
市
の
北
方
30
㎞
、
能

代
市
の
南
方
30
㎞
、
干
拓
に
よ
る
大
潟
村
の

東
方
に
位
置
し
、
県
都
秋
田
市
ま
で
約
40
分

の
距
離
に
あ
り
ま
す
。

中
心
部
に
は
約
五
百
年
の
伝
統
と
歴
史
を

誇
る
露
天
朝
市
が
栄
え
、製
材
、家
具
、建
具
、

打
刃
物
、
醸
造
業
な
ど
が
盛
ん
な
町
で
す
。

平
成
29
年
７
月
１
日
現
在
の
人
口
は

９
，
０
９
２
人
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数

は
４
，
１
５
３
人
で
、
高
齢
化
率
45
・
７
％

と
県
内
３
番
目
の
高
い
比
率
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
一
人

暮
ら
し
や
近
所
付
き
合
い
が
ま
ま
な
ら
な
い

認
知
症
を
抱
え
る
高
齢
者
等
が
増
え
る
な

ど
、
多
く
の
生
活
・
福
祉
課
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、「
地
域
の
課
題
は
地
域
で
考

え
地
域
の
み
ん
な
で
解
決
す
る
」
を
基
本
に

地
域
支
え
合
い
仕
組
み
づ
く
り
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
、「
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
、
各

種
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

社
協
の
職
員
数
は
、
正
職
員
11
名
、
臨
時

職
員
14
名
の
25
名
体
制
で
、
事
業
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
。

介
護
事
業
は
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域

で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
居
宅
介
護

や
訪
問
介
護
・
訪
問
看
護
な
ど
質
の
高
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
社
協
が
呼
び
か
け
て

開
催
し
て
い
た
福
祉
員
・
民
生
委
員
合
同
会

議
を
今
年
度
か
ら
各
町
内
会
が
自
主
的
に
行

う
な
ど
、
住
民
主
体
の
取
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
昨
年
度
か
ら
町
民
の
福
祉
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
機
会
と
し
て
、
福
祉
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
、
今
年
度
は
、
小
学

生
85
編
・
中
学
生
52
編
・
大
人
８
編
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、今
年
度
は
新
規
に
、

高
齢
者
の
体
力
づ
く
り
と
介
護
予
防
事
業
と

し
て
「
水
中
運
動
教
室
」
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。

今
後
も
五
城
目
町
社
協
は
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
を
大
切
に
、
様
々
な
課
題
へ
の
対
応
に
努

め
、
町
民
が

「
明
る
く
・

楽
し
く
・
元

気
よ
く
」
暮

ら
せ
る
よ
う

「
福
祉
の
ま

ち
五
城
目
」

を
め
ざ
し
、

様
々
な
事
業

を
展
開
し
て

ま
い
り
た
い

と
思
い
ま

す
。

職
場
紹
介リ

レ
ー
No17

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
会
員
施
設
・
市

町
村
社
協
等
の
広
報
担
当
者
に
よ
る
職
場

紹
介
を
リ
レ
ー
形
式
で
お
届
け
し
ま
す
。

『
福
祉
の
ま
ち
・
五
城
目
を
め
ざ
し
て
』

（
福
）五
城
目
町
社
会
福
祉
協
議
会 

事
務
局
長　

目
黒　

洋
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❖
そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
に
向
か
っ
て

事
業
所
で
は
、
利
用
者
自
身
が
元
気
で

い
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
利
用
者
各
々

が
「
今
日
は
こ
の
作
業
を
す
る
ん
だ
」
と

目
的
を
持
っ
て
通
い
、
最
も
合
う
活
動
に

参
加
で
き
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
機
能
訓
練
の
進
み
具
合
に
応
じ
て

シ
ー
ル
を
貼
る
、
練
習
し
て
い
る
手
話

コ
ー
ラ
ス
の
発
表
の
場
を
設
け
る
な
ど
の

取
組
み
に
よ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

❖
季
節
ご
と
の
手
作
り
の
品

季
節
ご
と
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ハ
ー
ブ

を
育
て
、
そ
れ
を
加
工
し
て
製
品
に
し
、

法
人
が
経
営
す
る
カ
フ
ェ
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

加
工
は
得
意
分
野
に
合
わ
せ
て
事
業
所

の
利
用
者
全
員
で
行
い
ま
す
。
ハ
ー
ブ
で

あ
れ
ば
、
食
用
と
し
て
販
売
し
た
り
、
香

り
づ
け
の
た
め
に
細
か
く
し
て
混
ぜ
込
ん

だ
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
雑
貨
に
仕
上
げ
た

り
し
て
い
ま
す
。
木
工
製
品
や
キ
ャ
ン
ド

ル
と
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
、
新
た
な
製
品

も
開
発
中
で
す
。

❖
地
域
と
の
つ
な
が
り

事
業
所
の
イ
ベ
ン
ト
に
地
域
の
中
学

生
・
高
校
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
て
い
た
こ
と
が
縁
で
、
羽
後
町
社
会

福
祉
大
会
で
高
校
生
と
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
り
、
手
話
コ
ー
ラ
ス
を
発
表
し
ま

し
た
。
今
年
は
高
校
側
か
ら
「
ま
た
一
緒

に
参
加
し
た
い
」と
問
合
せ
が
あ
る
な
ど
、

利
用
者
・
生
徒
相
互
に
良
い
関
係
が
築
か

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、昨
年
か
ら
始
め
た「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
」
で
は
、
生
徒
が
利
用
者
と
一
緒

に
行
う
雑
貨
作
り
や
手
話
講
習
な
ど
を
通

じ
て
、
福
祉
の
仕
事
や
利
用
者
の
笑
顔
に

触
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。将
来
、

地
元
へ
の
就
職
を
考
え
た
と
き
福
祉
分
野

に
来
て
ほ
し
い
と
の
思
い
も
あ
り
ま
す
。

今
後
は
小
学
生
や
保
育
園
に
も
活
動
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。そ

の
他
、
利
用
者
は
、
農
家
で
出
荷
時

の
袋
詰
め
や
シ
ー
ル
貼
り
を
手
伝
っ
た

り
、
高
齢
者
事
業
所
で
手
話
コ
ー
ラ
ス
を

発
表
し
た
り
し
て
お
り
、職
員
の
方
は「
地

域
で
の
様
々
な
出
会
い
を
通
し
て
利
用
者

も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

８
月
上
旬
、
羽
後
町
の
祭
り
で
は
、
大

パ
ノ
ラ
マ
の
窓
か
ら
花
火
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
そ
の
日
は
事
業
所
を
開
放
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
」

と
、
歓
迎
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高台にある施設の窓からは、遠く湯沢の街並
みや奥羽山脈を望みます。夏には手前にある
池の一面の蓮の花を楽しめます。（例）
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「
五
輪
坂
ひ
な
げ
し
の
里
」
は
、

平
成
17
年
4
月
に
開
所
し
ま
し
た
。

生
活
介
護
支
援
事
業
（
定
員
20
名
）

を
運
営
し
て
い
ま
す
。


